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毎
年
、
25
万
本
の
ひ
ま
わ
り
が
咲
く
中
で
開
催
さ
れ
る

「
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
静
峰
ふ
る
さ
と
公

園
で
開
催
さ
れ
る
「
八
重
桜
ま
つ
り
」
と
並
び
、
那
珂
市
の

代
表
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
に
よ
り
今

年
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
畑
に
は
25
万
本
の
ひ
ま
わ
り
が
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
も
負
け
ず
！
猛
暑
に
も
負
け
ず
！
」
青
空
に
向
か
っ

て
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
来
年
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬
店
、
花

火
大
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
写
真
提
供
：
那
珂
地
区
会
）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
も
負
け
ず	

	

猛
暑
に
も
負
け
ず
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こ
の
度
の
定
期
人
事
異
動
に
よ

り
、
仙
台
国
税
局
調
査
査
察
部
調
査

管
理
課
長
か
ら
太
田
税
務
署
長
を
拝

命
し
ま
し
た
畠
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

出
身
は
岩
手
県
で
、
こ
れ
ま
で
主

に
法
人
課
税
に
係
る
事
務
に
従
事
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
茨
城
県
内
署
は
も

と
よ
り
、
関
東
信
越
国
税
局
で
の
勤

務
も
初
め
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

管
内
は
、
名
所
・
旧
跡
が
あ
り
、

風
光
明
媚
で
多
彩
な
産
業
が
あ
る
と

と
も
に
、
清
ら
か
な
水
が
流
れ
、
常

陸
秋
そ
ば
発
祥
の
地
で
、
美
味
し
い

お
酒
も
数
多
く
造
ら
れ
て
い
る
と
聞

い
て
お
り
、
縁
あ
っ
て
当
地
で
勤

務
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
太
田
法
人
会
の
皆

様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
の

円
滑
な
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い

ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

太
田
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
租
税
教
育
推
進
の
た
め
に
青
年

部
の
方
々
を
中
心
に
管
内
の
小
・

中
学
校
に
お
い
て
「
租
税
教
室
の
講

師
」
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
ほ

か
、
女
性
部
が
主
体
と
な
り
次
世
代

を
担
う
子
供
た
ち
が
、
税
の
重
要
性

を
正
し
く
理
解
し
て
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
い
た

だ
い
て
お
り
、
そ
の
積
極
的
な
取
組

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
た
企
業
の
税

務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
向
上
へ

の
取
組
な
ど
を
通
じ
、
会
員
の
積
極

的
な
自
己
啓
発
を
支
援
し
、
納
税
意

識
の
向
上
と
企
業
経
営
並
び
に
会
社

の
健
全
な
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
こ
の
取
組
の
普
及
・

拡
大
に
向
け
ま
し
て
、
皆
様
方
と
連

携
・
協
調
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
台
風
第
19
号

に
よ
り
当
署
管
内
で
も
多
く
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延

に
よ
る
長
期
間
に
及
ぶ
経
済
活
動
の

自
粛
も
あ
り
、
非
常
に
厳
し
い
経
営

を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。当

署
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
納
税

者
等
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る

と
と
も
に
、
申
告
・
納
付
期
限
の
延

長
や
納
税
猶
予
制
度
等
の
周
知
広
報

に
努
め
、
各
々
の
納
税
者
の
置
か
れ

た
状
況
や
心
情
に
十
分
配
意
し
て
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
分
確
定
申
告
に

お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
予
防
策
を
考
慮
し
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
を

前
提
と
し
た
会
場
運
営
を
行
う
必
要

性
か
ら
も
、
よ
り
一
層
の
自
宅
か
ら
の

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
・
ス
マ
ホ
申
告
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
等
の
更
な
る

利
用
拡
大
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
太
田
法
人
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
税

務
行
政
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
、
今

後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

と
と
も
に
、
貴
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び

に
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

着
任
の
挨
拶

太
田
税
務
署
長

畠
田
　
卓
也

署　

長 
 

畠は
た　

田だ　

卓た
く　

也や�
 

（
前
任
地
）
仙
台
国
税
局　

調
査
査
察
部　

調
査
管
理
課
長

副
署
長 

 

村む
ら　

山や
ま　

彦ひ
こ　

紀の
り

（
留
任
）

総
務
課
長 

 

石　

塚　

洋　

一 
 

（
前
任
地
）
関
東
信
越
国
税
局　

総
務
部　

納
税
者
支
援
調
整
官

管
理
運
営
第
一
部
門 

統
括
官 

釣　

谷　
　
　

学 
 

（
前
任
地
）
潮
来
税
務
署　

管
理
運
営
第
二
部
門　

統
括
官

管
理
運
営
第
二
部
門 

統
括
官 

池　

田　

千
鶴
子
（
留
任
）

徴
収
部
門 

統
括
官 

嶋　

村　

栄　

一 
 

（
前
任
地
）
川
口
税
務
署　

徴
収
第
二
部
門　

統
括
官

個
人
課
税
第
一
部
門 

統
括
官 

田　

村　

清　

孝�
 

（
前
任
地
）
真
岡
税
務
署　

個
人
課
税
部
門　

統
括
官

個
人
課
税
第
二
部
門 

統
括
官 

小　

又　

康　

弘 
 

（
前
任
地
）
土
浦
税
務
署　

個
人
課
税
第
二
部
門　

上
席
調
査
官

個
人
課
税
第
三
部
門 

統
括
官 

君　

崎　

晶　

俊
（
留
任
）

資
産
課
税
部
門 

統
括
官 

福　

島　
　
　

正
（
留
任
）

法
人
課
税
第
一
部
門 

統
括
官 

正　

能　
　
　

智 
 

（
前
任
地
）
関
東
信
越
国
税
局　

課
税
第
二
部 

　
　
　
　
　
　

資
料
調
査
第
一
課　

情
報
技
術
専
門
官

法
人
課
税
第
二
部
門 

統
括
官 

櫛　

原　

恒　

雄
（
留
任
）

法
人
課
税
第
一
部
門
（
法
人
会
担
当
） 

 
 

 

大　

澤　

和　

徳
（
留
任
）

太
田
税
務
署
幹
部

（
七
月
十
日
付
　
定
期
異
動
）
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定
時
総
会
が
本
年
六
月
十
日
午
後
二
時
か
ら
ホ
テ
ル
釜
萬
（
常
陸
太

田
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

正
副
会
長
の
み
の
出
席
で
実
施
し
、
委
任
状

出
席
と
合
わ
せ
て
一
、一
三
三
名
の
出
席
の

も
と
、
佐
川
副
会
長
（
勝
田
地
区
会
長
）
が

開
会
を
宣
言
し
、
西
野
会
長
が
「
こ
の
困
難

な
時
期
こ
そ
、
組
織
と
し
て
の
真
価
が
問
わ

れ
ま
す
。
今
一
度
、
皆
さ
ん
団
結
し
て
、
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

と
挨
拶
を
述
べ
た
後
、会
長
が
議
長
と
な
り
、審
議
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

〔
審
議
事
項
〕

第
一
号
議
案　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
承
認
に
関
す
る
件

第
二
号
議
案　

令
和
元
年
度
収
支
決
算
報
告
承
認
に
関
す
る
件

第
三
号
議
案　

運
用
資
金
借
入
限
度
額
承
認
に
関
す
る
件

〔
報
告
事
項
〕

第
四
号
議
案　

令
和
二
年
度
事
業
計
画
に
関
す
る
件

第
五
号
議
案　

令
和
二
年
度
収
支
予
算
に
関
す
る
件

以
上
全
議
案
原
案
通
り
可
決
成
立
し
、小
野
副
会
長
（
東
海
地
区
会
長
）

が
閉
会
を
宣
し
終
了
ま
し
た
。

今
回
は
、
感
染
症
の
影
響
を
鑑
み
、
役
員
功
労
者
等
の
表
彰
式
と
記

念
講
演
会
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
総
会
資
料
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
確
認

下
さ
い
。

◎
表
彰
状
贈
呈
者
名　
（
敬
称
略
）

（
公
財
）
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
表
彰　

単
位
会
役
員
功
労
者

　
　
　
（
株
）
か
わ
ね
や 

大
谷　

昌
吉
（
本
会
常
任
理
事
）

（
一
社
）
茨
城
県
法
人
会
連
合
会
長
表
彰　

単
位
会
役
員
功
労
者

　
　
　
（
株
）
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
・
カ
ワ
シ
マ 

川
嶋　

広
行
（
本
会
常
任
理
事
）

　
　
　
（
株
）
三
友
製
作
所 

加
藤
木
克
也
（
本
会
理
事
）

（
一
社
）
太
田
法
人
会
長
表
彰　

大
型
保
障
制
度
推
進
優
秀
賞

　
　
　

大
同
生
命
保
険
（
株
）
水
戸
支
社 

 

軍
司　

文
男
（
推
進
員
）

第八回（通期第三十六回）定時総会開催
コロナ禍の影響を受け、正副会長のみ出席して実施する

本
年
度
の
事
業
実
施
に
際
し
ま
し
て

は
、
当
初
の
計
画
に
拘
ら
ず
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
十
分
配
慮
し

て
、
中
止
を
含
め
適
時
検
討
し
て
参
り
ま

す
の
で
ご
了
解
下
さ
い
。

《
主
な
事
業
活
動
》

一　

�

税
を
巡
る
社
会
環
境
の
整
備
改
善
等

を
図
る
た
め
の
事
業

①
税
知
識
の
普
及
を
目
的
と
す
る
事
業

・
決
算
期
別
説
明
会
（
中
止
）

・
改
正
税
法
説
明
会
（
適
時
）

・
新
設
法
人
説
明
会
（
中
止
）

・
年
末
調
整
説
明
会
（
中
止
）

②
税
の
相
談
環
境
を
整
備
す
る
事
業

・
税
に
関
す
る
相
談
会
（
随
時
）

③ 

納
税
意
識
の
高
揚
、
税
知
識
の
普
及
及

び
税
の
学
習
環
境
を
整
備
す
る
事
業

・
租
税
教
室
の
実
施

・ 

一
般
市
民
へ
の
租
税
教
育
冊
子
の
配

布
・
第
十
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

④ 

税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調
査
研
究
並

び
に
提
言
に
関
す
る
事
業

・ 

税
制
改
正
の
提
言
及
び
提
言
書
の
関

係
機
関
へ
の
提
出

・ 
税
制
改
正
の
提
言
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
事
業

・ 

全
国
青
年
の
集
い
へ
の
参
加
（
中
止
）

・ 

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加

（
中
止
）

⑤ 

税
施
策
等
の
普
及
推
進
を
目
的
と
す
る

事
業

・ 

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）
の
普
及
推
進
（
随
時
）

・ 

消
費
税
の
期
限
内
納
付
の
推
進
（
随

時
）

二　

�

地
域
の
経
済
・
社
会
環
境
の
整
備
改

善
等
を
図
る
た
め
の
事
業

① 

地
域
経
済
・
社
会
の
活
性
化
に
資
す
る

事
業

・ 

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
適
時
）

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
（
随
時
）

② 

地
域
の
福
祉
問
題
、
環
境
問
題
な
ど
の

改
善
に
資
す
る
た
め
の
事
業

・
献
血
啓
蒙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

三　

�

会
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
に
関
す
る

事
業

①
全
法
連
の
福
利
厚
生
事
業
の
推
進

・
経
営
者
大
型
保
障
制
度
の
普
及
推
進

・
経
営
保
全
プ
ラ
ン
の
普
及
推
進

・
が
ん
保
険
制
度
の
普
及
推
進

②
県
法
連
の
福
利
厚
生
制
度
の
推
進

・ 

貸
倒
保
障
制
度
（
取
引
信
用
保
険
）

の
普
及
推
進

四　

�

会
組
織
の
充
実
、
会
員
の
た
め
の
親

睦
及
び
交
流
に
関
す
る
事
業

① 

会
員
の
親
睦
及
び
交
流
等
に
関
す
る
事
業

・ 

会
員
、
役
員
及
び
部
会
員
懇
談
会
等

（
適
時
）

・
部
会
視
察
研
修
会
（
適
時
）

・
親
睦
事
業
（
適
時
）

②
組
織
拡
充
に
関
す
る
事
業

・
会
員
増
強
運
動
（
随
時
）

③
そ
の
他

・
功
労
者
表
彰
（
適
時
）

令
和
二
年
度
　
事
業
計
画

西野会長



（第71号） （4）法　人　お　お　た

正 味 財 産 増 減 計 算 書
 平成 31 年 4 月 1 日から令和 2 年 3 月 31 日まで （単位：円）

科　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（1）経常収益

基本財産運用益 499 498 1

基本財産受取利息 499 498 1

特定資産運用益 435 435 0

特定資産受取利息 435 435 0

受取会費 14,984,650 15,379,200 △394,550

正会員受取会費 14,429,650 14,736,400 △306,750

賛助会員受取会費 77,000 75,800 1,200

部会受取会費 478,000 567,000 △89,000

事業収益 2,279,030 2,323,073 △44,043

広報事業収益 120,000 120,000 0

福利厚生事業収益 483,760 231,853 251,907

事務受託料収益 60,000 60,000 0

会員親睦事業収益 1,615,270 1,911,220 △295,950

受取補助金等 11,284,480 10,575,900 708,580

受取全法連助成金 11,284,480 10,575,900 708,580

雑収益 605,976 491,716 114,260

受取利息 276 316 △40

雑収入 605,700 491,400 114,300

経常収益計 29,155,070 28,770,822 384,248

（2）経常費用

事業費 18,502,480 19,675,490 △1,173,010

給与手当 6,786,602 6,791,625 △5,023

退職給付費用 238,769 238,772 △3

福利厚生費 1,209,115 1,066,948 142,167

旅費交通費 541,131 1,750,487 △1,209,356

通信運搬費 1,202,061 1,214,422 △12,361

消耗什器備品費 91,434 51,331 40,103

消耗品費 1,092,856 985,020 107,836

印刷製本費 780,434 894,500 △114,066

燃料費 17,802 16,075 1,727

賃借料 390,515 390,515 0

会場費 587,134 151,626 435,508

保険料 42,032 56,325 △14,293

諸謝金 308,800 248,000 60,800

租税公課 72,000 72,000 0

会議費 961,098 1,380,201 △419,103

表彰費 219,940 144,880 75,060

事務委託費 1,813,497 1,811,239 2,258

委託費 311,763 303,408 8,355

リース料 422,962 378,991 43,971

科　　目 当年度 前年度 増　減

支払負担金 1,296,899 1,661,081 △364,182

支払手数料 10,667 10,488 179

雑費 104,969 57,556 47,413

管理費 8,490,479 8,738,763 △248,284

給与手当 2,771,992 2,774,044 △2,052

退職給付費用 97,525 97,526 △1

福利厚生費 493,863 435,795 58,068

旅費交通費 223,008 343,564 △120,556

通信運搬費 707,718 604,248 103,470

消耗什器備品費 37,346 20,965 16,381

消耗品費 242,420 275,559 △33,139

印刷製本費 479,227 567,281 △88,054

燃料費 7,271 6,565 706

賃借料 159,505 159,505 0

会場費 681,289 721,915 △40,626

保険料 17,168 23,005 △5,837

租税公課 142 138 4

会議費 611,296 816,958 △205,662

事務委託費 740,723 739,801 922

委託費 31,141 30,996 145

リース料 172,758 154,799 17,959

支払負担金 284,331 331,459 △47,128

支払手数料 155,094 143,897 11,197

渉外慶弔費 294,000 265,000 29,000

雑費 282,662 225,743 56,919

経常費用計 26,992,959 28,414,253 △1,421,294

評価損益等調整前当期経常増減額 2,162,111 356,569 1,805,542

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 2,162,111 356,569 1,805,542

２．経常外増減の部

（1）経常外収益

経常外収益計 0 0 0

（2）経常外費用

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 2,162,111 356,569 1,805,542

一般正味財産期首残高 18,078,119 17,721,550 356,569

一般正味財産期末残高 20,240,230 18,078,119 2,162,111

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 20,240,230 18,078,119 2,162,111



（5） （第71号）法　人　お　お　た

収 支 予 算 書
令和 2 年 4 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日まで （単位：円）

科 　 　 目 予算額 前年度予算額 増 　 減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（1）経常収益

基本財産運用益 500 500 0
基本財産受取利息 500 500 0
特定資産運用益 700 700 0

特定資産受取利息 700 700 0
受取入会金

受取入会金
受取会費 14,962,500 15,230,000 △267,500

正会員受取会費 14,515,500 14,745,500 △230,000
部会受取会費 384,000 404,000 △20,000
　賛助会員受取会費 63,000 80,500 △17,500
事業収益 2,191,000 3,691,000 △1,500,000

　研修事業収益 1,000 1,000 0
広報事業収益 120,000 120,000 0
福利厚生事業収益 10,000 10,000 0
　事務受託料収益 60,000 60,000 0
会員親睦事業収益 2,000,000 3,500,000 △1,500,000
受取補助金等 11,134,100 10,984,480 149,620
受取負担金 0

青年部会負担金 0
受取全法連助成金 11,134,100 10,984,480 149,620
女性部会負担金 0
雑収益 337,300 300,500 36,800

受取利息 500 500 0
雑収入 336,800 300,000 36,800
経常収益計 28,626,100 30,207,180 △1,581,080

（2）経常費用
事業費 19,339,246 20,677,016 △1,337,770

給与手当 6,745,000 6,745,000 0
退職給付費用 240,000 239,270 730
福利厚生費 1,086,300 1,086,300 0
旅費交通費 2,100,000 2,500,000 △400,000
通信運搬費 1,150,000 1,296,400 △146,400
減価償却費 0 0 0
消耗什器備品費 71,000 71,000 0
消耗品費 1,000,000 1,157,800 △157,800
修繕費 7,100 7,100 0
印刷製本費 1,000,000 1,110,300 △110,300
燃料費 14,200 14,200 0
賃借料 390,515 390,515 0
会場費 203,000 203,000 0
保険料 63,900 63,900 0
諸謝金 300,000 300,000 0
租税公課 72,000 72,000 0
会議費 1,000,000 1,000,000 0
表彰費 160,000 160,000 0
事務委託費 1,811,238 1,811,238 0
委託費 291,000 291,000 0
リース料 402,953 402,953 0
支払負担金 1,200,000 1,724,000 △524,000
支払手数料 9,740 9,740 0
雑費 21,300 21,300 0
管理費 9,218,202 9,504,580 △286,378

給与手当 2,755,000 2,755,000 0
退職給付費 98,000 97,440 560
福利厚生費 443,700 443,700 0
旅費交通費 460,000 460,000 0
通信運搬費 700,000 700,000 0
減価償却費 0 0 0
消耗什器備品費 29,000 29,000 0
消耗品費 400,000 400,000 0
修繕費 2,900 2,900 0
印刷製本費 700,000 700,000 0
燃料費 5,800 5,800 0
賃借料 160,000 159,507 493
会場費 500,000 500,000 0
保険料 26,000 26,100 △100
租税公課 1,000 1,000 0
諸謝金 0 0 0

科 　 　 目 予算額 前年度予算額 増 　 減
会議費 1,000,000 1,300,000 △300,000
事務委託費 739,802 739,802 0
委託費 16,000 16,000 0
リース料 180,000 167,331 12,669
支払負担金 400,000 400,000 0
諸会費 0 0 0
支払手数料 180,000 180,000 0
渉外慶弔費 220,000 220,000 0
支払利子 1,000 1,000 0
雑費 200,000 200,000 0
経常費用計 28,557,448 30,181,596 △1,624,148

評価損益等調整前当期経常増減額 68,652 25,584 43,068
評価損益等計
当期経常増減額 68,652 25,584 43,068

２．経常外増減の部
（1）経常外収益

経常外収益計 0 0 0
（2）経常外費用

経常外費用計
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 68,652 25,584 43,068
一般正味財産期首残高 20,240,230 18,078,119 2,162,111
一般正味財産期末残高 20,308,882 18,103,703 2,205,179

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 20,308,882 18,103,703 2,205,179

貸 借 対 照 表
令和 2 年 3 月 31 日現在 （単位：円）

科 　 　 目 当 年 度 前 年 度 増 　 減
Ⅰ　資産の部
１．流動資産

現金預金 11,540,871 9,670,867 1,870,004
現金手許有高 24,174 31,750 △7,576
現金・部会 26,000 0 26,000
普通預金 11,490,697 9,639,117 1,851,580

流動資産合計 11,540,871 9,670,867 1,870,004
２．固定資産
（1）基本財産

定期預金 5,000,000 5,000,000 0
基本財産合計 5,000,000 5,000,000 0

（2）特定資産
支部活動充実引当資産 2,781,167 2,581,434 199,733
退職給付引当資産 3,458,875 3,458,581 294
周年行事引当資産 900,594 900,594 0
特定資産合計 7,140,636 6,940,609 200,027

（3）その他固定資産
什器備品 26 26 0
電話加入権 136,200 136,200 0
その他固定資産合計 136,226 136,226 0
固定資産合計 12,276,862 12,076,835 200,027
資産合計 23,817,733 21,747,702 2,070,031

Ⅱ　負債の部
１．流動負債

預り金 118,628 211,002 △92,374
流動負債合計 118,628 211,002 △92,374

２．固定負債
退職給付引当金 3,458,875 3,458,581 294
固定負債合計 3,458,875 3,458,581 294
負債合計 3,577,503 3,669,583 △92,080

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産

指定正味財産合計 0 0 0
２．一般正味財産
（1）代替基金 0 0 0
（2）その他一般正味財産 20,240,230 18,078,119 2,162,111

一般正味財産合計 20,240,230 18,078,119 2,162,111
（うち特定資産への充当額） （3,681,761） （3,482,028） （199,733）
正味財産合計 20,240,230 18,078,119 2,162,111
負債及び正味財産合計 23,817,733 21,747,702 2,070,031



（第71号） （6）法　人　お　お　た

書
面
決
議
に
て
実
施

　

青
年
部
会

（
鈴
木
康
之
部

会
長
）
で
は
、

本
年
六
月
八
日

に
、
書
面
決

議
に
て
、
第

三
十
三
回
通
常
総
会
を
実
施
し
、
部
員
総
数

一
〇
八
名
中
、
賛
成
六
六
名
に
て
、
全
議
案

と
も
原
案
通
り
可
決
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
本
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

を
十
分
に
考
慮
に
入
れ
て
、
慎
重
に
実
施
す

べ
き
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
管
内
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
て
、
毎

年
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
租
税
教
室
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
太
田
税
務
署
の
要
請
も
あ

り
、
関
係
機
関
と
十
分
に
協
議
し
た
上
で
、

例
年
通
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
大
変
厳

し
い
経
営
状
況
に
あ
る
部
会
員
を
一
人
で
も

多
く
支
援
す
る
た
め
に
、
部
会
員
相
互
の
絆

と
結
束
を
さ
ら
に
深
め
て
行
く
こ
と
を
目
標

に
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し

ま
し
た
。

第
十
回
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
を 

実
施
中

　

女
性
部
会

（
増
子
文
子
部

会
長
）
で
は
、

本
年
六
月
二
日

に
、
第
三
十
三

回
通
常
総
会
を

開
催
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
鑑
み
て
中

止
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て

も
、
今
後
の
感
染
状
況
次
第
で
は
、
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
と
は
思
い
ま
す
。
そ
の
様

な
中
、
本
年
度
で
第
十
回
目
を
迎
え
る
「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
本

部
会
の
重
要
事
業
の
一
つ
で
も
あ
り
、
何
か

と
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

年
度
も
太
田
税
務
署
や
教
育
委
員
会
の
協
力

を
得
て
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

太
田
地
区
会
で
は
、
地
域
社
会
貢
献
事
業

の
一
環
と
し
て
、
恒
例
の
献
血
活
動
を
６
月

29
日
、
か
わ
ね
や
フ
ェ
ス
タ
店
駐
車
場
内
に

て
、
常
陸
太
田
市
商
工
会
青
年
部
と
の
共
催

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
参
加
者
が
少
な

い
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
予
想
に

反
し
て
59
名
の
参
加
が
あ
り
、
市
民
の
献
血

に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
役
員
・
青
年
部
会
委
員
等
の
協
力

を
得
な
が
ら
継
続
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

 

（
太
田
地
区
会
：
担
当　

菊
池
）

　

令
和
２
年
７
月
10
日
（
金
）
午
後
５
時
よ

り
、
ホ
テ
ル
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
（
ひ
た
ち

な
か
市
）
に
お
い
て
、
第
８
回
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
川
正
夫
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
会
長

が
議
長
と
な
り
、
平
成
31
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
報
告
の
承
認
に
つ
い
て
、
令
和

２
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算

（
案
）
の
議
決
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
通
り
可
決
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
有
意
義
な
情
報
交
換
と
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

（
勝
田
地
区
会
：
担
当　

中
谷
）

太

田

地

区

会

勝

田

地

区

会

第
三
十
二
回
　
青
年
部
会
通
常
総
会

第
三
十
三
回
　
女
性
部
会
通
常
総
会

地
区
会
だ
よ
り

昨年より約10名も多く参加のあった献血活動

あいさつする佐川会長

定時総会風景

鈴木部会長増子部会長



（7） （第71号）法　人　お　お　た



（第71号） （8）法　人　お　お　た
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（第71号） （10）法　人　お　お　た



（11） （第71号）法　人　お　お　た



（第71号） （12）法　人　お　お　た



（13） （第71号）法　人　お　お　た

◆�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
教
訓
が
明
ら
か

に

　

２
０
２
０
年
の
年
明
け
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
年
と
し
て
、
希
望
を

も
っ
て
迎
え
た
は
ず
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
で
世
界
中
が
混
乱
し
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
延
期
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
緊
急
事
態
宣
言
。
こ

の
文
章
を
読
ん
で
い
る
時
点
で
の

皆
さ
ん
の
職
場
や
ご
近
所
、
家
庭

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？　

今

後
の
こ
と
は
誰
に
も
予
測
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

あ
る
Ｉ
Ｔ
系
企
業
の
人
事
部
か

ら
、「
社
内
で
も
不
安
と
動
揺
が

広
が
っ
て
い
る
。
基
礎
疾
患
の
疑

い
が
な
く
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
症

状
が
な
い
人
で
も
感
染
す
る
現
実

に
な
っ
て
い
る
。
当
然
仕
事
に
も

影
響
す
る
。
社
内
で
ど
う
説
明

し
、
ど
う
対
応
す
べ
き
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
現

実
に
こ
の
会
社
は
、
可
能
な
部
署

  
コ
ロ
ナ
問
題

－

情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
暮
ら
し
方

で
は
在
宅
勤
務
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク

を
進
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

多
く
の
人
々
の
不
安
の
背
景
に

は
、
メ
デ
ィ
ア
や
ネ
ッ
ト
情
報
に

振
り
回
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
え
て
今
回
の
出
来

事
を
〝
情
報
騒
動
〟
と
表
現
し
ま

す
。
こ
こ
に
教
訓
が
あ
る
か
ら
で

す
。

◆�

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス

　

３
月
中
旬
、世
界
保
健
機
構
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓

延
中
の
ス
ト
レ
ス
対
処
方
法
を
公

に
し
ま
し
た
。「
こ
の
よ
う
な
危

機
に
直
面
し
た
時
、
だ
れ
で
も
悲

し
み
や
恐
怖
、
怒
り
を
感
じ
る
の

は
当
然
」
と
し
て
、
４
つ
に
絞
れ

ば
、
①
信
頼
で
き
る
人
と
話
す
。

家
族
や
友
人
と
メ
ー
ル
や
電
話
で

情
報
交
換
す
る
こ
と
も
い
い　

②

自
宅
で
過
ご
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
場
合
は
、
健
康
的
な
生
活
ス
タ

イ
ル
、
食
事
や
睡
眠
、
適
度
な
運

動
を
心
が
け
る　

③
喫
煙
や
飲
酒

は
要
注
意　

④
事
実
（
フ
ァ
ク
ト
）

を
ち
ゃ
ん
と
把
握
し
、
正
し
い
情

報
と
知
識
を
持
て
ば
適
切
な
対
処

行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
─
と

呼
び
か
け
た
の
で
す
。
こ
の
う

ち
、
④
と
し
て
示
さ
れ
た
項
目
、

正
し
い
情
報
と
知
識
こ
そ
が
、
今

回
の
教
訓
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
教
訓
に
関
連
し
て
、
ス
マ

ホ
を
手
離
せ
な
か
っ
た
同
僚
の
30

代
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
デ
ジ
タ

ル
デ
ト
ッ
ク
ス
、
つ
ま
り
ス
マ
ホ

か
ら
離
れ
た
生
活
体
験
を
し
て
有

意
義
だ
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
く

れ
ま
し
た
。「
デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ

ク
ス
」
と
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ホ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
機
器
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
距
離
を
置
く
こ

と
で
す
。
デ
ト
ッ
ク
ス
と
は
、
体

内
に
溜
ま
っ
た
毒
物
を
排
出
す
る

こ
と
、
日
常
的
に
心
身
に
溜
ま
っ

た
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
を
取
り
去
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

◆�

情
報
過
多
の
時
代
、
ス
マ
ホ
依

存
に
な
ら
な
い
よ
う
に

　

年
代
や
仕
事
内
容
に
よ
っ
て

は
、
長
時
間
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ

ン
に
触
ら
な
い
で
過
ご
す
人
も
い

ま
す
。
同
僚
は
、
休
日
を
利
用
し

た
数
日
間
の
旅
行
中
、
ス
マ
ホ
か

ら
離
れ
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
の
仕
事

で
は
ス
マ
ホ
密
着
で
す
。
最
初
は

不
安
で
し
た
が
、
結
果
は
、
心
身

が
休
ま
り
、
本
来
の
人
間
の
身
体

に
合
っ
た
過
ご
し
方
を
し
た
こ
と

で
ス
ッ
キ
リ
し
た
と
語
っ
て
い
ま

す
。
オ
ン
と
オ
フ
を
切
り
替
え
る

こ
と
の
大
事
さ
が
分
か
っ
て
い
な

が
ら
、
実
際
は
実
践
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し

た
。

　

デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
を
実

践
し
て
い
る
方
は
最
近
増
え
て

お
り
、
心
身
の
正
常
な
状
態
を
自

分
で
取
り
戻
す
効
果
を
体
験
し
て

い
ま
す
。
楽
し
く
ス
マ
ホ
を
使
っ

て
い
る
場
合
は
問
題
な
い
の
で
す

が
、
楽
し
む
は
ず
な
の
に
疲
れ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
危
険
信
号
。
ス

マ
ホ
中
毒
・
依
存
に
な
る
前
に
止

め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ

う
。
手
書
き
で
日
記
を
つ
け
る
、

メ
モ
を
と
る
、
紙
メ
デ
ィ
ア
（
例

え
ば
新
聞
）
に
接
す
る
、
な
ど
の

効
果
も
再
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
拡
大
の

ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
、
落
ち
着
か
な
い
日
々
を
送

ら
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
情
報
洪
水
の
世
界
で
の
上

手
な
生
き
方
の
一
端
を
説
明
し
ま

し
た
。
日
々
ス
マ
ホ
が
手
離
せ
な

い
と
い
う
Ｉ
Ｔ
系
企
業
人
事
部
の

方
に
も
納
得
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

【
筆
者
紹
介
】�

　

柏か
し
わ
ぎ木　

勇ゆ
う

一い
ち

　

一
九
四
一
年
生
ま
れ
。
大
学
卒

業
後
、
新
聞
社
勤
務
を
経
て
、

現
在
Ｅ
Ａ
Ｐ
企
業
で
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
し
て
活
動
。
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
家
族
相
談
士
、
交
流
分

析
士
。

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

柏
木　

勇
一
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新規加入会員をご紹介いたします。（加入期間　令和 2年 1月 1日～令和 2年 7月 31日）… ＊印は賛助会員

−新会員ご紹介−

企 業 名 代 表 者 名 業　種 所　在　地 電 話 番 号

太田地区会

高　　 田　　 石　　 材　　（同） 高田　潤也 石工品製造業 常陸太田市大中町1465 0294−82−2521

勝田地区会

㈱ ヤ マ カ 鹿志村直樹 建設業 ひたちなか市稲田35 029−229−3973

㈱ テ ク ノ 稜 建 山口　幹夫 建設業 ひたちなか市東大島1−20−7 029−352−9967

那珂湊地区会

㈱ ミ ナ ト 電 通 シ ス テ ム 飛田　寛之 電気工事 ひたちなか市幸町2−4 029−263−6222

那珂地区会

㈱ 那 珂 瓦 斯 発 電 所 洞　　洋平 発電所 那珂市横堀字駒形999−3 029−352−3990

日 医 茨 城 環 境 ㈱ 深作　良広 産廃運搬・再生 那珂市中台852−4 029−229−3078

新
会
員
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
企
業
の
中
で
、

原
稿
を
依
頼
し
て
ご
協
力
を
得
ら
れ
た
企
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
原
稿
の
締
切
の
関
係
上
次
回
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

那
珂
地
区
会

（
株
）
那
珂
瓦
斯
発
電
所

　

代
表
取
締
役　

洞ほ
ら　

洋よ
う

平へ
い

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

那
珂
瓦
斯
発
電
所
は
那
珂
市

横
堀
に
あ
り
、
２
０
１
７
年
８

月
か
ら
営
業
運
転
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
都
市
ガ
ス
を
燃
料
に

最
新
鋭
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
を
用

い
る
こ
と
で
、
硫
黄
酸
化
物
や

ば
い
じ
ん
の
発
生
が
な
く
環
境

に
優
し
い
、
高
効
率
な
発
電
所

で
す
。
発
電
出
力
は
１
０
８
，

０
０
０
kW
で
、
常
陸
太
田
市
と

那
珂
市
を
合
わ
せ
た
世
帯
の
７

割
強
の
家
々
に
電
気
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
発
電
し
た
電
気
は
全

量
を
新
電
力
事
業
者
で
あ
る

F
-P

ow
er

に
供
給
し
て
い
ま

す
。F

-P
ow

er

で
は
お
得
な
料

金
プ
ラ
ン
の
『
ピ
タ
で
ん　

使

い
た
い
放
題
』
を
用
意
し
て
皆

さ
ん
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
身
近
な
発
電
所
と
し
て

那
珂
瓦
斯
発
電
所
に
見
学
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

連
絡
先
：

☎ 

０
２
９

−

３
５
２

−

３
９
９
０

FAX 

０
２
９

−

３
５
２

−

３
９
９
２

E
-m

ail
 

hdoukouchi@
idi-infra.com

無料インターネットセミナーのご活用を！！
（一社）太田法人会のホームページ（https://ohta-houjinkai.com/）からインターネットセミナーが、会員は

無料で受講できます。会社の研修会等で活用下さい。

①ホームページにアクセス☞ ②インターネットセミナーのバナーをクリック☞ ③画面右上のログインをクリック☞
④ログインID　hj0603 パスワード　0267　を入力☞⑤お好みのセミナーを選んでご聴講下さい。

発電所外観
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？？？？ ？？？？

1．…官製はがき又はメール、FAXにより、事業所名、住所、担当者、電話番号（連絡先）
及び回答を記入し応募して下さい。

2．…応募先：〒313-0061　常陸太田市中城町3210商工会館別館
　　　　　　一般社団法人太田法人会
　　　　　　℡0294-73-0267　FAX0294-73-0679　E-mail:info@ohta-houjinkai.com
3．…締切り：10月31日必着　4．発表：法人会ホームページ　http://ohta-houjinkai.com

【作者紹介】
神谷一郎（かみや・いちろう）
右の絵と左の絵に相違点があ
ります。見つかったらご応募
ください。応募者の中から抽
選により地域特産品を進呈い
たします。

応募方法
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